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州都構想の骨格（案）（１／２）

○道州内の主要都市からアクセスが容

易であること

○第三次産業が集積し、経済面でも拠

点性があること

○危機管理の拠点となりうること

○災害に強い都市であること

○治安環境が安定していること

○品格があること

○高速交通網が整備され、九州の主要

都市と短時間で行き来ができる

○多くの人が交流し知識集約型の産業

が集積している

○起業しやすく、新しい産業が立地す

る都市

○水や食料等の資源が豊富にあり、州

内全域を支援できる能力が高い都市

○歴史、文化の息づく品格ある都市

○充実した教育環境

資料

これまでの「くまもと未来会議

州都の条件を整理
する視点

◎州都選定の視点

熊本が目指すべき州都の姿

◎州都のイメージ

州都に求められる機能や役割等、
州都として選ばれる条件

◎州都の条件

【州都のイメージ】

○九州各地と緊密に結ばれ、多

くの人々が交流

○全国、世界に開かれた活力あ

ふれる都市

○住民はクオリティの高い生

極分散型発展を目

これからの九州に

て、熊本がどのよう

献ができるか考え

っかけとなる

都を目指す過程で、

品格があり、活力の

県へとレベルアッ

図る

州制が実現したと

、すぐに熊本が州都

になれるよう準備

州都構想の目的

地理的視点

経済的視点

安全・安心の視点
○生活のクオリティが高いこと

○道州内の各地域から政治・行政の中

心であることを認められ、支持され

ること

○多様な価値観を認め合い、転入者も

暮らしやすい都市

○人と人、人と自然のつながりを実感

できる都市

○九州の方向性を議論し、決定する機

能のある都市（九州各地域の自立的

な発展を図るために必要な行政機能

は分散）

」での議論に基づき整理

活を実感

認められ、支持されるためには、住民の機運の醸成（モメンタム）が必要

品格・暮らしやすさの視点

政治的視点



◎

九州全体のために

取り組む必要性

【熊本の強み】

九州の中心的機能を

担う十分な潜在能力

【熊本の弱み】

九州各地とのつなが

りや、全国や世界と

の関わり方が不十

分。

住
民
の
熱
意

○熊本と九州を

「結ぶ」

○熊本を全国、世界に

「開く」

現 状

州都構想の骨格（案）（２／２）

強 み

○九州の地理的な中心に位置し、広大な

平野が存在

○阿蘇くまもと空港、縦軸としての九州

縦貫自動車道・九州新幹線が存在

○自己完結型の経済

○南九州を統括する支店が存在

○全国有数の農業県

○市街地の賑わい

○豊富な水・食料等の資源と、それを生

かした危機に強い産業構造

○陸上自衛隊西部方面総監部の存在

○高い医療水準

○熊本城などの歴史と文化

○地下水や阿蘇、天草等の身近にある豊

かで美しい自然

○藩校「時習館」や五高等の伝統を受け

継ぐ高等教育機関の集積

○地域生活において、心のつながりが感

じられる社会

○九州農政局等の国の出先機関の存在

○中国・広西壮族自治区や韓国・忠清南

道、アメリカ・モンタナ州との３０年

に及ぶ交流

弱 み

○大分、宮崎との横軸としての幹線道路

ネットワーク等が十分に結ばれていな

い

○域内循環型で結果として閉鎖的な経済

○アジア（世界）と空路、航路で十分に

結ばれていない

○代替ルート等が乏しい交通インフラで、

災害等の緊急時に結ぶ機能が不十分

○熊本の強みである品格を生かしきれて

いない（外部に発信できていない）

○公共交通の使いやすさに課題がある

○九州における中心的な機能が相対的に

低下している

○国際的な機関が少なく、国際的な会議

の開催も少ない

【横軸を結

○熊本と
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州都の条件に照らした本県の現状と、今後の取組みの方向性

◎ 州都に向けた取組みの方向性

地
理
的
視
点

州都論議への県民の主体的参加郷土愛は強いが機運が高まっていない
(2012 県民アンケート調査で「州都になってほしい」と回答した人の割合 32.7%)

動機付け、きっかけづくり
今後の取組みの方向性

ぶ】

大分、宮崎との横軸交通としての幹

ットワーク等の充実

と交流拡大】

の集積

な空路、航路の拡充と、国内大都市

ア市場との経済交流の拡大

える防災拠点づくり】

地への支援体制の整備等、防災拠点

機能充実

オープンな生活圏の形成】

文化や、地下水など、熊本の宝の保

承

なしの心に満ちたオープンな生活圏

き世話役】

体へのサービス機能を持つ公的施設

地域振興等、県境を越えた連携を推

官民挙げての九州一体となった取組

務局的機能を担う

国際機関等の国際的な施設の誘致

原動力
県民一人ひとりの熱意


